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■妊産婦健診の公費負担が２回から５回に拡充 

■高齢者リフレッシュ支援事業として、日帰り・

宿泊旅行に対し助成 

■すべての福祉会館・学習等供用施設に通信カラ

オケ設備を導入 

■民間住宅の耐震診断に対する助成制度を創設 

■立川駅西側に新自由通路建設の設計費計上 

■サンサンロード北側の中央公園内にスケート

パーク場を設置 

■歩行喫煙・ポイ捨てを防止する為の条例が６月

１日から施行 

■小学校全校に司書資格を持つ図書館指導員を

配置 

■立川駅南口２か所にタワー式駐輪場の設計費 

 

【２００８年３月市議会定例会報告】 

２００８年第１回定例議会が２月２８日から

３月２７日までの会期で開催されました。 

今議会では２００８年度の一般会計と競輪事

業など８つの特別会計予算を慎重審査した結果、

可決しました。 

一般会計と特別会計の合計予算は約１２２１

憶円で前年と比べ、約１５２憶円の減になりまし

た。尚、一般会計は前年度より３６憶円増の約６

２８憶円です。 

私は３月２１日の本会議の一般質問で、 

①電子社会・電子行政について 

②環境問題について 

③市民の暮らしの向上について 

この３項目を中心に、市長の考えと今後

の取り組みをただしました。特に環境問題

については、地球温暖化に対する立川市の

取り組みについて、現状と今後の展開につ

いて質問しました。 

また、１７日に開催された所属の文教委

員会では、学習等供用施設の畳の取り換

え、第六中学校体育館の改修について質問

しました。 

一般質問 

☆福祉、健康、安全な街づくりへ 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

★電子社会・電子行政について 

〔質問〕市の図書館のホームページについて、利用者の立場に立ち使いやすいように改善 
をすべき、また新たに小中学生対象の子ども用のホームページを作成すべき 

＜答弁＞図書館のホームページは、児童用も含めて、新しくプロジェクトを立ち上げて 
検討する。（教育部長） 

 
〔質問〕立川市の様々な情報発信手段として、新しく立川市メール 

マガジンの発行を検討すべき 
＜答弁＞ホームページのメールマガジン配信機能を有効に活用して 

市の情報発信にこたえていきたい。（市長） 

★環境問題について 

〔質問〕環境省が推進する省エネ製品購入時などのエコポイント制度を、立川市でも導入

を進めていくべき 
＜答弁＞温室効果ガス削減のための事業の一環として、今後研究していきたい。（市長） 
 
〔質問〕地球温暖化防止の啓発活動として、アル・ゴア元アメリカ副大統領のドキュメン

タリー映画『不都合な真実』の上映会を企画してみてはどうか 
＜答弁＞今後、市民団体などの企画に協力する形も含めて考えていきたい。 

（環境下水道部長） 
 
〔質問〕不要になった入れ歯に貴重な貴金属が含まれる。市として不要入れ歯のリサイ 

クル活動に取組むべき 
＜答弁＞多摩地区でも取り組みを始めた市がある。今後検討をしていきたい。（市長） 
 

★市民の暮らしの向上について 

〔質問〕毎年多数の方が市営住宅の応募をされるが、連続して応募されている方につい 
て、当選確率を上げるなど何らかの優遇措置を行ってはどうか 

＜答弁＞市営住宅の入居資格審査対象について、調査研究をしていく。（市長） 
 
〔質問〕福祉会館の浴場の脱衣所に盗難防止のために、コインロッカーを設置すべき 
＜答弁＞防犯安全体制を検討する中で考えていきたい。（福祉保健部長） 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

幸町５丁目、幸小学校北側の道路は

通学路になっていますが、街路灯が

少なく、地域住民の方が大変に心配

をされていました。早急な改善を市

道路課に申し入れをしたところ、先

ごろ街灯が設置されました。 

幸小学校北側通学路に街路灯設置 

高齢者の日帰り・宿泊旅行に助成！ 

 

高齢者の皆様の健康と生きがいづくりの一環として、リフレッシュ事業が 

スタートします。これは高齢者同士の日帰りと宿泊に伴う行事等に対し、 

支援するものです。 

 

宿泊：２５００円   日帰り：１０００円 

＊年を通じてどちらか一方です。 

 

無料妊産婦健診が５回に拡充 

 

妊産婦健診は通常１４回程行う必要があります。しかし公費負担はこれまで 

２回でした。健診費用も高いため多くの方から公費による無料健診の増加を 

求める声が出ていました。尚、３５歳以上の妊婦は超音波検査も実施します。 

今後１４回健診の実現を目指してまいります。 

 

柏町２丁目、柏小学校付近の道路の

痛みがひどく、雨水被害も大きい状

況でした。早急な改善を市道路課に

申し入れをしたところ、先ごろ道路

が整備されました。 

柏町２丁目付近の道路整備 



  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

高額療養費制度について 

《公明党無料法律相談》 
・毎週水曜日（第５週を除く）１４時から 

・立川市錦町１－２－１７澤田ビル２階 

＊詳細は高口やすひこまで 

 

《立川市役所法律相談》（全て予約制） 
・毎週月曜日と木曜日 
・時間 月曜日：９時半～１２時  
    木曜日：１３時半～１６時半 
・市民相談係り：523-2111  内線 215 

公明新聞講読のご案内 
■ 政治・経済・文化・環境・生活などの

読み応えのある情報がいっぱい 
■ 与党唯一の日刊紙 
■ 月ぎめ１８３５円 
■ 申し込みは高口まで 

市政・生活・法律・地域問題など、高口やすひこに 

いつでもお気軽にご相談下さい。 

◆公明党立川総支部青年部長 
◆市議会・文教委員会副委員長 
◆立川市柏町４－５１－１柏町団地３－３０２ 
◆電話／ＦＡＸ  ５３４－０２６７ 
◆携帯電話  ０９０－８５１０－６０１２ 
◆メール takaguchi@komei-tachikawa.com 
◆ホームページ  www.komei-tachikawa.com/takaguchi 

病気やけがで入院して高額な医療費がかかった場合、一定額を超えると公的保険で負担し 

ます。退院時に一度窓口で医療費を支払い、限度額超過分は後日、申請して払い戻しを受 

けますが、公明党の主張により、昨年４月より事前に「限度額適用認定証」の申請を受け 

ると、窓口での医療費の支払いが、自己負担限度額で済むようになります。種々の条件や 

制約がありますので、詳細は下記までお問い合わせ下さい。 

国民健康保険加入者 

◆連絡先：立川市 保険課  ☎５２３－２１１１ 内線５８５ 

※その他の保険加入者の場合、担当の健康保険組合にお問い合わせください。 

メタボリック症候群を防ごう！！ 
近年、生活習慣病が増加しており、それを原因とする死亡が全体の３分の１にのぼります。その為、

メタボリックシンドロームとその予備軍に特化した健康診査です。更に診査結果を踏まえ、食生活

の改善や運動など健康的な生活を送れるように支援を受けられます。 
○４０歳～７４歳の方が対象です。（国民健康保険加入者） 
○受診券が送付されます 
○市指定の医療機関で受診できます（無料です） 


